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調査結果【概要】 

（１）不登校児童生徒 

①回答した児童生徒の学年 

児童生徒の回答者は、小学生が 41.5％、中学生が 57.0％であった。 

 

 

 

 

②令和４年度に学校を休んだ日数（学校種別） 

 「180日より多い」が最も多く 35.7%、次いで「わからない」が 20.0％、「90～180 

日くらい」が 17.4％となっている。 
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② 学校に「行きたくない」と思ったきっかけ（学校のこと） 

「先生のことで気になることがあった（先生が好きではなかった、怖かった）」が

最も多く 27.9％、次いで、「勉強が分からない、授業についていけなかった」が

24.9％、「友達のことで気になることがあった（嫌がらせやいじめがあった）」

22.2％となっている。 
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勉強が簡単すぎて授業がつまらなかった

授業の時間や教室の光、音などで気になることがあった
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学校の決まりのことや制服で気になることがあった

学校やクラスが変わったとき（入学など）、

新しい学校・クラスで気になることがあった

選択肢とはちがう理由で気になることがあった

あてはまるものはない

答えたくない

(n=1753)
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③ 学校を休んでいるときの気持ち 

「そう思う」「すこしそう思う」の合計を見ると、「自由な時間でうれしい」

（70.2％）、「ほっとする楽な気持ち」（67.1％）の回答が多い一方で、「勉強が心

配、気になる」（70.3％）、「将来が心配、気になる」（65.0％）、「学校の友達が自分

のことをどう思っているのか気になる」（61.2％）という回答も多くなっている。 
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④ 学校を休んでいるときにあった・行ったこと 

「学校の先生が電話をしてきた」が最も多く 87.0%、次いで、「病院へ行った」が 

55.0%、「学校の先生が家に来た」が 53.5%となっている。 

⑥どんな場所に行きたいか 

「何時に行ってもいい（遅刻、早退をしてもいい場所）」が最も多く 60.6％、    

次いで、「ゆっくり休めるスペース・場所がある」57.4％となっている。 

 

53.5%

87.0%

51.7%

28.0%

19.2%

39.6%

11.2%

55.0%

42.6%

9.5%

43.9%

67.4%

76.9%

56.6%

85.3%

40.7%

3.9%

3.5%

4.4%

4.7%

3.9%

3.7%

3.5%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校の先生が家に来た

学校の先生が電話をしてきた

保健室や、学校の相談室に行った

学校ではない県や市のやっている相談室へ行った

フリースクールへ行った

習い事へ行った

オンラインの習い事をした

病院へ行った

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

(n
=1
75
3)

あった なかった 答えたくない
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その他

選択肢には行きたいと思う場所はない

答えたくない

(n=1753)
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（２）保護者 

⑦子供との関わりについて 

 「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせると、「子供の気持ちを 

理解するよう努力した」95.8%、「日常会話や外出など、子供との普段の接触を増やし 

た」82.2%、「子供の進路や将来について不安が大きかった」80.4%となっている。 

 
    

⑧学校や関係機関に関する、保護者から子供への働きかけ 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせると、「学校に登校するか

どうかは、子供の意思を尊重した」が最も多く 95.8％となった。 
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⑨今、子供のことで困っていること 

「勉強・学力」（68.8%）、「進路・将来」（59.7%）の回答が多い。 

 

 

⑩スクールカウンセラーへの相談 

    実際に相談を利用し、「よかった」等の肯定的な回答が 44.9％、否定的な回答が 

12.6％、「利用できず残念」が 12.6％であった。 
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⑪学校によるオンラインを活用した学習支援 

    「行われずに残念」が 33.1％で最も多い。 

 

 

⑫民間施設（フリースクール等）へ通所 

    「知っていたが利用しなかった」が 65.0％で最も多い。 
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⑬「知っていたが利用しなかった」理由：民間施設（フリースクール等）へ通所 

    「子供が嫌がったから」が最も多く 58.0％、次いで、「利用料金が高かったから」

23.9％となっている。 

 
 

⑭支援機関を利用し始めてから子供に変化が見られたか 

 「変化が見られた」が 58.0%、一方「変化が見られなかった」は 31.7%。 

 

⑮変化の具体的な内容 

 「元気が出てきた」が最も多く 68.1％、次いで、「外出の回数が増えた」が 48.4％。 
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17.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

他の支援機関を利用して十分だったから

利用料金が高かったから

自宅から遠かったから（近くになかったから）
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16.9%

18.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出の回数が増えた

元気が出てきた

家族との会話が増えた

学校に行けるようになった
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⑯支援機関を利用し始めてから家族に変化は見られたか 

  「変化が見られた」が 59.4%、一方「変化が見られなかった」が 30.5%。 

 

 

 

⑰変化の具体的な内容 

 「以前よりも気持ちが楽になった」86.3％で最も多く、次いで、「子供の状況を 

受け入れられるようになった」が 65.9%となっている。 
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(n=898)

43.3%

86.3%

32.5%

65.9%

9.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校へ行かなくてもよいと思うようになった

以前よりも気持ちが楽になった
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子供の状況を受け入れられるようになった

その他

答えたくない
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⑱インターネットでどのようなことに参加させたいか 

「お子さんの学校とは関係なく、お子さんのペースにあわせて選べる授業へのオン

ライン参加ライブ配信」が最も多く 57.5％、次いで、「お子さんが好きなときに科

目を選んで見られる録画授業の配信」52.8％となっている。 
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30.3%
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学校のお子さんのクラスの授業へのオンライン参加

学校の、お子さんが知らない先生の授業へのオンライン参加

お子さんの学校とは関係なく、お子さんのペースにあわせて選べ

る授業へのオンライン参加ライブ配信

オンラインによる個別学習指導

教科以外で教養を高めるオンラインによる講義

お子さんが好きなときに科目を選んで見られる録画授業の配信

オンラインによるホームルーム

メタバース（インターネット上の仮想空間）を

活用した児童生徒同士の交流

オンラインによる教員との相談

オンラインによる学校内の専門職

（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）との相談

オンラインによる学校外の専門職

（心理士、精神保健福祉士、社会福祉士等）との相談

答えたくない

その他

参加してみたいと思わない

(n=1775)
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⑲学校を休んでいる時、どのような場所で過ごさせたいか（自宅以外） 

 「誰かと関われる場所」74.3％と最も多く、次いで、「勉強を教えてくれる場所」

62.3%、「自由に過ごせる場所」59.5％となっている。 

 
 

⑳不登校児童生徒への支援において、今後どのような取組が必要だと思うか 

 「市町村立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置」が 69.5％と最も多く、 

次いで、「県立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置」が 45.4％、「現在の相談

機関の周知」が 43.0％となっている。 

 

62.3%

59.5%

12.8%

43.5%

74.3%

2.5%

8.4%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

勉強を教えてくれる場所

自由に過ごせる場所

一人で遊べる場所

のんびりできる場所

誰かと関われる場所

特にない

その他

答えたくない

(n=1775)
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現在の相談機関の周知

行政の相談場所の増加

民間の相談場所の増加

オンラインによる相談

市町村立の教育支援センターの充実

県立の教育支援センターの設置

市町村立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置

県立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置

民間のフリースクール等の増加

学校によるオンラインを活用した学習支援

教育支援センターによるオンラインを活用した学習支援

民間施設によるオンラインを活用した学習支援

その他

答えたくない

(n=1775)
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（３）フリースクール等民間団体への調査 

㉑フリースクールから見た不登校児童生徒が利用するにあたっての課題 

「家庭に課題のある子どもがいるが、家庭への支援までは難しい」が最も多く

38.5％、次いで、「授業料や入会金・初期費用の金銭的負担が大きい」34.6％とな

っている。 

   

㉒スタッフ数（総数）当たり団体・施設数 

 「５～６人」が 23.1％と最も多い。 

 

30.8%

7.7%

13.5%

30.8%

38.5%

15.4%

21.2%

21.2%

21.2%

28.8%

34.6%

21.2%

9.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

習熟度のレベルが多様で個々の教育ニーズに対応することが難

しい

オンライン授業の要望への対応が難しい

相談支援や心理的ケアを充実させることが難しい

専門職による支援が必要な児童生徒が増加している（障害、

発達特性、外国籍、希死念慮、経済的困窮等）

家庭に課題のある子どもがいるが、家庭への支援までは難しい

通所に長時間要する児童生徒が多い

保護者の送迎が困難な児童生徒が多い

通所するための公共交通機関が乏しい

通所するための交通費が高い

自団体・施設の認知度が低い

授業料や入会金・初期費用の金銭的負担が大きい

その他

特に課題はない

無回答

(n=52)

17.3% 17.3%

23.1%

11.5%

5.8%

19.2%

3.8%

1.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

1～2人 3～4人 5～6人 7～8人 9～10人 11～15人 16～20人 無回答

(n=52)
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㉓フリースクール等の活動内容 

「相談、カウンセリング」が 86.5％と最も多く、次いで、「個別の学習」「芸術活動

（音楽、美術、工芸など）」がともに、73.1%となっている。 

 
 

㉔会費（授業料）の徴収 

 「会費（授業料）を徴収している」が 63.5％、「会費（授業料）を徴収していな 

い」が 28.8％となっている。 

 

73.1%

30.8%

57.7%

57.7%

67.3%

73.1%

67.3%

23.1%

46.2%

30.8%

86.5%

23.1%

53.8%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個別の学習

授業形式（講義形式）による学習

社会体験（見学、職場体験など）

自然体験（自然観察、農業体験など）

調理体験（昼食づくりなど）

芸術活動（音楽、美術、工芸など）

スポーツ体験

宿泊体験

子供たちによるミーティング

学習成果、演奏や作品などの発表会

相談、カウンセリング

家庭への訪問

親の会などの保護者同士の交流の場の設定

その他

無回答

(n=52)

会費（授業料）を

徴収している 63.5%

会費（授業料）を

徴収していない

28.8%

無回答

7.7%

(n=52)



14 

 

㉕全体の運営費のうち、入会金・初期費用、会費（授業料）の月額、及びその他の 

納付金の収入により賄える程度 

「全額賄える」「70～90％程度賄える」を合わせると 26.9％、「ほとんど賄えない」 

「収入なし」を合わせると、46.2％となっている。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

全額賄える 17.3% 70～90％程度賄え

る 9.6%

40～60％程度賄え

る 9.6%

20～30％程度賄える 5.8%

賄えるのは20％未満

である 5.8%

ほとんど賄えない

23.1%

入会金・初期費用、

会費（授業料）及

びその他の納付金の

収入なし 23.1%

無回答 5.8%
(n=52)


